
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

企画展「レトロなもの大集合 －生活や心を支えてきたものたち－」 
 

 １０月４日（土）から１２月１４日（日）まで今年度３回目の企画展「レトロなもの大集合」を

開催しています。今回は展示物の中から当館所蔵の天童市の文字が入っている旗を紹介します。 

 （図１）は何かご存じでしょうか。 

これは天童市の市章をあしらった市旗の図です。市主催の行事等で見た

ことがある方も多いのではないでしょうか。 

市章は「てんどう」の「て」の字をデザインしたものです。市の中央に

ある舞鶴山の「鶴」が、大空に羽ばたくように、天童市が大きく飛躍発展

することを象徴したもので、昭和３８年４月１日に制定されました。 

 次に今回展示されている（図２）は何でしょうか。 （図１） 

「天童市」という文字が入っているので天童市

のものであることがわかります。中央にあるマ

ークも「天童」の「天」をデザインしたもので

あると想像できます。また、天童市史にある「市

制施行祝賀会」の写真（図３）には、正面左に 

   （図２）     この旗が掲げられています。ここまで見てくる

と、これが天童の市の旗であると考えられます。 

（図４左）のように市報にもこのマークが使用

されています。市制施行になる前の天童町の町

報（図４右）にも同様のマークが使われていま

した。天童町が天童市になった時に町章をその      （図４） 

（図３）     まま暫定的に市章としたのかもしれません。 

 昭和３７年１０月、天童市は豊栄村と合併し新たな天童市としてスタートします。その翌年度に

制定された現在の天童市の市章は、新たなスタートを切る天童市の目標と決意が現れているシンボ

ルだったのではないでしょうか。 
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（公財）天童市文化・スポーツ振興事業団 
スポーツセンター・美術館・織田の里歴史館 

図書館・農業者トレーニングセンター 

 

 五角形は、５つの館 

編集 戸村 浩二 

 

ステンドグラスライトアップ鑑賞会 
 当館 1階と 2階に設置され 

ているステンドグラスを外から 

鑑賞していただきます。 

・期日 11月 22日（土） 

23日（日） 

24日（月） 

・時間 １７：００～２０：００ 

ミニ企画展「佐藤千夜子の世界」 
 市保管の佐藤千夜子関連 

資料を中心に、当館所蔵の 

資料を加え、学習室に展示 

しています。 

千夜子が手元に置いてい 

た聖書、「いちばん星」の台本 

などぜひご覧ください。      東京行進曲ジャケット 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天童アートロード てんてん展  ２３日（日）～３０日（日） 

ギャラリートーク  １日（土）午後２時～、１６日（日）午前１１時～ 

１１月の休館日 ４日（火）、１０日（月）、１７日（月）～２２日（土）、２５日（火） 

吉野石膏コレクション 近代日本絵画名作展（第２期） １６日（日）まで 

吉野石膏コレクションは、吉野石膏ホールディングス株式会社と（公財）吉野石膏美術振興

財団が所蔵する美術品・図書資料の総称です。創業地である山形で文化の還元事業を行うため

に、西洋絵画は（公財）山形美術館で、日本絵画は天童市美術館で寄託を受け、両館では県民、

市民の皆さんに定期的に公開しています。天童市美術館には２５６点の絵画が寄託されてお

り、この度の展示では、江戸末期から平成に描かれた日本画・油彩画９０点を公開しています。 

上村松園
うえむらしょうえん

 ≪紅葉可里図
も み じ が り ず

≫ 

四季の変化に恵まれた日本では、古くから花鳥画や山水画におい

て季節感が豊かに表現されてきました。上村松園も折々の季節を生

きる女性像を多く描いており、松園の制作を代表する形式となって

います。この作品は、色づく葉を愛でる女性を清らかで品位ある姿

に描いており、はらはらと舞い落ちる葉と女性のしなやかな動きが

リズミカルに美しく調和しています。 

 

美術館コーナー
編集 阿部 誠司 

 

安井曾太郎
やすいそうたろう

 ≪初秋
しょしゅう

の明神岳
みょうじんだけ

≫ 

昭和１３年７月末から１０月末まで上高地に滞在した安井曾太

郎は、宿泊地からは正面に霞沢岳、左に明神岳、右に焼岳が見え、

季節や気候によって変化する山の美しさ、色彩に感心したと言って

います。この作品は、間近に迫る明神岳の距離感や短時間で変化す

る山の景色を色彩豊かに描いています。 

 

「天童アートロード てんてん展」は、天童アートロード実行委員会と天童市美術館が共

同で開催するアートイベントです。天童アートロードメンバーの作品を展示し、作品鑑賞や

ワークショップを通して様々な表現にふれ、アートの楽しさを体験できる内容となっていま

す。 
会期中のワークショップ 

２３日（日）   １０：００～１１：３０ 「アトリエこねるオープンデー」※要予約 

          １４：００～１６：００ 「出品者によるワークショップ」※参加自由 

２４日（月・祝） １０：００～１２：００ 「心のがくふ 気持ちをリズムと色にしてみよう」※要予約 

２９日（土）   １０：００～１１：３０ 「出品者によるワークショップ」※参加自由 

          １４：００～１６：００ 「みるみる・はなす」※要予約 

ワークシップの詳細や予約については、美術館のホームページをご確認ください。

ライブペインティングや音楽ライブも予定しています。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集 柚留木 崇嗣 

 

 

スポセンコーナー

１１月１日から令和８年１０月３１日（予定）まで天童駅ターミナルビル「パルテ」

1 階に仮設図書館がオープンします。 

蔵書数を２万冊に減らしての開館になります。また、休館日は第３月曜日に変更と

なりました。仮設図書館開館中は通年 9:00から 19:00までの開館となります。返却

ポストは「パルテ」開館時のみご利用いただけます。 

（※仮設図書館の詳細情報は図書館 HP をご覧ください。） 

編集 鈴木 莉奈 

 図書館コーナー

約 561 箱

を仮設図

書館に運

びました。 

天童市内４つのライオンズクラブ様から「天童

もみじスイーツウオーキング」コースの環境整

 

実際の大会コースで本番

の雰囲気を体感し、またゴー

ル後には地域の名産品の提

供もあり、大変満足いただけ

たようでした。 

 

仮設図書

館の返却

ポストです 

青色と木材

で統一され

た内観、外

観になって

います。 

移動準備期間

の様子をちょっ

とご紹介… 

 

前日までは雨予報でしたが、参加される皆さんの思いが通じたのか当日は天候に恵まれ、足取り

も軽やかにウオーキングをスタート！風情溢れる羽州街道や天童織田の里歴史館を写真に収める

方もおり、天童市の魅力を存分に実感いただけたようでした。コース途中では景品が当たる抽選イ

ベントもあり、参加者の皆さんは市内有数の菓子店の銘菓を片手に笑顔でゴールしていました。 

大変綺麗になり、参加者か

らは快適に歩けたとお褒め

の言葉をいただきました。ご

協力いただき、皆さま大変あ

りがとうございました。 

天童市民スポレクフェスタ２０２５ 

「天童もみじスイーツウオーキング」が開催されました！ 



 


